
葬

式

 

        

胸
に
あ
の
人
の
骨
が
刺

さ
る 

      
 

 
 

 
 

P
.N

モ

リ

ヤ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（

森

田

沙

彩

）

 



人

 

物

 
斉

藤

ハ

ル

（

２

２

）

紡

績

会

社

の

社

員

 

栄

進

次

郎

（

２

３

）

ハ

ル

の

恋

人

 

尾

長

チ

エ

（

２

１

）

進

次

郎

の

許

嫁

 

栄

菊

五

郎

（

４

８

）

紡

績

会

社

の

社

長

 

斉

藤

宗 そ

う

吉 き

ち

（

４

５

）

ハ

ル

の

父

 

上

司
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○

栄

紡

績

会

社

・

外

観

 

背

の

高

い

煙

突

。

横

長

の

大

き

な

屋

敷

。

 

木

製

の

門

に

は

『

栄

紡

績

会

社

』

の

看

板

。

 

 

○

同

・

工

場

・

中
 

机

と

脇

に

直

径

１

５

０

ｃ

ｍ

程

の

ロ

ー

ル

が

、

奥

の

方

ま

で

整

然

と

並

ん

で

い

る

。

 

ロ

ー

ル

で

流

れ

て

来

る

布

を

机

で

確

認

し

て

い

る

、

全

員

紺

の

袴

姿

の

従

業

員

。

 

そ

の

中

に

斉

藤

ハ

ル

（

２

２

）
。

 

正

面

の

ド

ア

が

開

き

、

ス

ー

ツ

に

革

靴

、

ザ

ン

ギ

リ

頭

の

栄

菊

五

郎

（

４

８

）
。

 

隣

に

同

じ

く

ス

ー

ツ

に

革

靴

、

ザ

ン

ギ

リ

頭

の

栄

進

次

郎

（

２

３

）
。

 

上

司

が

手

を

こ

ね

て

、

案

内

し

て

い

る

。

 

従

業

員

を

横

目

に

奥

へ

進

む

、

栄

、

進

次

郎

、

上

司

。

 

栄

「

ど

う

だ

」

 

上

司

「

社

長

が

選

ん

だ

だ

け

あ

り

ま

す

。

イ

ギ

リ

ス

の

機

械

の

方

が

格

段

に

製

造

量

が

増

え

て

ま

す

」
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栄

、

進

次

郎

を

横

目

で

見

る

。

 

進

次

郎

、

本

を

広

げ

、

指

で

な

ぞ

る

。

 

進

次

郎

「

輸

入

品

の

綿

よ

り

持

ち

が

よ

く

、

肌

触

り

が

い

い

と

取

引

先

が

後

を

絶

ち

ま

せ

ん

」

 

上

司

「

さ

す

が

天

下

の

名

古

屋

商

人

様

。

こ

の

ま

ま

う

な

ぎ

上

り

で

す

ね

」

 

栄

、

頷

く

。

 

ハ

ル

の

脇

を

通

り

す

ぎ

る

、

進

次

郎

。

 

ハ

ル

と

進

次

郎

、

目

線

だ

け

か

わ

す

。

 

進

次

郎

、

片

手

を

腰

に

持

っ

て

い

き

、

逆

さ

ま

で

ピ

ー

ス

サ

イ

ン

を

す

る

。

 

そ

れ

を

見

た

ハ

ル

、

顎

を

引

き

、

微

笑

む

。
 

進

次

郎

、

銀

の

装

飾

さ

れ

た

懐

中

時

計

を

取

り

出

し

、

栄

に

頷

く

。

 

栄

「

も

う

そ

ん

な

時

間

か

。

進

次

郎

、

こ

の

後

チ

エ

さ

ん

が

会

食

を

し

た

い

そ

う

だ

」

 

振

り

返

り

ド

ア

の

方

を

見

る

、

栄

と

進

次

郎

。

 

 
 

 

色

鮮

や

か

な

袴

と

ブ

ー

ツ

を

履

い

た

尾

長

チ

エ

（

２

１

）

が

笑

顔

で

手

を

振

っ

て

い

る

。
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進

次

郎

「

あ

あ

、

そ

う

で

す

か

。

楽

し

み

で

す

」

 

進

次

郎

、

微

笑

む

。

腰

で

バ

ツ

を

作

る

。

 

ハ

ル

、

眉

を

ハ

の

字

に

す

る

。

 

 

〇

同

・

ト

イ

レ

・

入

口

・

外

 

 
 

 

髪

を

整

え

な

が

ら

出

て

く

る

、

ハ

ル

。

 

時

計

片

手

に

脇

を

通

り

過

ぎ

る

、

進

次

郎

。

 

進

次

郎

「

明

日

。

夜

に

」

 

 
 

 

ハ

ル

、

微

笑

む

。

 

 

○

や

な

ぎ

茶

屋

・

入

口

（

夜

）

 

２

階

建

て

の

日

本

家

屋

。

 

紺

の

袴

姿

の

ハ

ル

が

周

囲

を

確

認

し

な

が

ら

、

引

き

戸

の

中

に

入

る

。

 

 

○

同

・

店

内

（

夜

）

 

辺

り

を

見

渡

す

、

ハ

ル

。

 

奥

の

襖

の

隙

間

か

ら

進

次

郎

の

手

が

手

招

き

し

て

い

る

。
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○

同

・

奥

座

敷

 

進

次

郎

、

襖

を

閉

め

ハ

ル

を

抱

き

し

め

る

。

 

ハ

ル

、

微

笑

み

、

背

中

に

手

を

回

す

。

 

ハ

ル

「

話

、

ど

う

？

」

 

進

次

郎

「

大

丈

夫

。

父

に

話

を

つ

け

る

よ

。

最

近

じ

ゃ

恋

愛

婚

の

方

が

増

え

て

い

る

。

許

嫁

よ

り

ハ

ル

と

の

約

束

の

方

が

先

だ

」
 

 
 

 

ハ

ル

、

眉

を

ハ

の

字

に

さ

せ

、

 

ハ

ル

「

よ

く

覚

え

て

る

ね

」

 

進

次

郎

「

あ

れ

は

ま

ま

ご

と

じ

ゃ

な

い

か

ら

」

 

ハ

ル

、

は

に

か

み

、

頷

く

。

 

 

〇

大

通

り

・

チ

エ

の

乗

っ

た

馬

車

・

中

（

夜

）

 

 
 

 

赤

の

座

席

に

座

り

外

を

見

て

い

る

、

チ

エ

。

 

 
 

 

道

の

隅

で

進

次

郎

と

ハ

ル

が

繋

い

で

い

た

手

を

解

き

、

反

対

方

向

へ

進

ん

で

い

く

姿

。

 

チ

エ

「

止

め

て

！

」

 

と

、

運

転

手

側

の

壁

を

強

く

叩

く

。

 

 

○

同

・

路

地

（

夜

）
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路

地

の

角

を

曲

が

ろ

う

と

し

て

い

る

ハ

ル

。

 

そ

れ

を

さ

え

ぎ

る

、

チ

エ

。

 

ハ

ル

、

ハ

ッ

と

し

、

一

礼

す

る

。

 

ハ

ル

「

こ

、

こ

ん

ば

ん

は

」

 

チ

エ

「

進

次

郎

さ

ん

と

手

を

繋

い

で

い

た

わ

ね

？

」

 

 
 

 

ハ

ル

、

顎

を

引

き

、

目

線

を

そ

ら

す

。

 

ハ

ル

「

そ

の

。

と

ん

で

も

ご

ざ

い

ま

せ

ん

」

 

 
 

 

チ

エ

、

ハ

ル

の

袴

姿

を

見

て

、

 

チ

エ

「

栄

紡

績

の

従

業

員

ね

。

じ

ゃ

あ

私

が

許

嫁

と

知

っ

て

て

？

大

胆

。

菊

五

郎

さ

ん

が

知

っ

た

ら

あ

な

た

ど

う

な

る

か

し

ら

」

 

 
 

 

ハ

ル

、

手

足

が

震

え

、

深

く

頭

を

下

げ

る

。
 

ハ

ル

「

ご

、

ご

め

ん

な

さ

い

！

私

、

そ

の

」

 

チ

エ

「

な

ら

別

れ

て

。

会

社

も

辞

め

て

。

さ

も

な

い

と

家

族

ご

と

追

い

出

し

て

や

る

」

 

 
 

 

チ

エ

、

手

で

口

元

を

隠

し

ニ

ヤ

リ

と

笑

う

。

 

 
 

 

ハ

ル

、

顎

を

震

わ

せ

、

両

手

で

裾

を

握

る

。

 

 

〇

栄

紡

績

会

社

・

工

場

長

室

 

 
 

 

三

つ

折

り

さ

れ

『

辞

表

』

と

書

か

れ

た

紙

を
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上

司

に

差

し

出

す

、

ハ

ル

。

 

一

礼

し

て

立

ち

去

る

。

 

 

〇

同

・

正

門

・

中

 

 
 

 

背

中

を

丸

め

、

門

の

外

へ

向

か

う

、

ハ

ル

。

 

 
 

 

額

に

汗

を

か

い

た

進

次

郎

が

、

走

っ

て

ハ

ル

 

の

肩

を

掴

む

。

 

 
 

 

ハ

ル

、

眉

を

ハ

の

字

に

し

、

桜

柄

の

ハ

ン

カ

チ

で

進

次

郎

の

額

を

拭

く

。
 

 
 

 

進

次

郎

、

そ

の

手

を

掴

み

、

 

進

次

郎

「

辞

め

る

っ

て

！

」

 

 
 

 

ハ

ル

、

顔

を

ク

シ

ャ

ッ

と

歪

め

、

 

ハ

ル

「

ご

め

ん

な

さ

い

。

お

付

き

合

い

も

、

そ

の

。

さ

よ

う

な

ら

」

 

進

次

郎

「

え

」

 

ハ

ル

、

一

礼

し

走

っ

て

門

を

通

り

抜

け

る

。

 

 
 

進

次

郎

、

ハ

ン

カ

チ

を

た

だ

見

つ

め

る

。

 

 

〇

ハ

ル

の

家

・

外

観

 

 
 

 

日

本

家

屋

。

玄

関

に

『

斉

藤

』

の

札

。
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〇

同

・

居

間

 

 
 

 

横

に

な

っ

て

い

る

ハ

ル

、

鼻

を

す

す

る

。

 

 
 

 
襖

が

開

き

、

着

物

姿

の

斉

藤

宗

吉

（

４

５

）

が

首

裏

を

掻

く

。

 

斉

藤

「

何

故

か

ど

こ

も

断

ら

れ

る

。

栄

紡

績

に

い

た

経

歴

な

ら

引

く

手

数

多

な

の

に

な

」

 

 
 

 

ハ

ル

、

体

を

丸

め

、

膝

を

抱

え

る

。

 

 

〇

大

通

り

・

路

地

（

夕

）

 

 
 

 

走

っ

て

い

る

進

次

郎

、

路

地

の

角

を

曲

が

る

。

馬

車

の

馬

と

正

面

衝

突

。

進

次

郎

、

突

き

飛

ば

さ

れ

、

仰

向

け

に

倒

れ

る

。

 

馬

車

の

運

転

手

が

駆

け

寄

る

。

 

地

面

に

血

が

流

れ

る

。

 

 
 

 
 

〇

ハ

ル

の

家

・

庭

 

 
 

 

洗

濯

物

を

干

し

て

い

る

、

ハ

ル

。

 

 
 

 

縁

側

に

転

が

り

込

ん

で

く

る

、

斉

藤

。

 

斉

藤

「

喪

服

！

喪

服

は

ど

こ

だ

！

」

 

ハ

ル

「

喪

服

？

」
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と

、

首

を

か

し

げ

る

。

 

 

〇

火

葬

場

・

外

観

 
煙

突

と

白

い

平

屋

。

煙

突

か

ら

白

い

煙

。

 

入

口

に

多

く

の

人

が

合

掌

し

て

い

る

。

 

 

〇

火

葬

場

・

中

 

黒

の

着

物

や

ス

ー

ツ

を

着

た

多

く

の

人

。

 

レ

ン

ガ

作

り

の

窯

を

囲

っ

て

い

る

、

栄

、

栄

の

妻

、

チ

エ

。

 

 
 

 

人

の

隙

間

か

ら

火

葬

を

見

る

、

無

表

情
 

の

ハ

ル

、

隣

に

斉

藤

。

 

栄

が

振

り

返

り

、

笑

み

を

浮

か

べ

近

づ

く

。
 

栄

「

お

お

。

斉

藤

さ

ん

お

久

し

い

」

 

斉

藤

「

こ

の

度

は

お

悔

や

み

申

し

上

げ

ま

す

」

 

 
 

 

と

、

一

礼

す

る

。

そ

れ

に

な

ら

う

ハ

ル

。

 

 
 

 

栄

、

ハ

ル

を

見

て

微

笑

む

。

 

栄

「

会

社

で

は

立

派

な

社

会

人

だ

け

ど

、

外

で

会

 

う

と

斉

藤

さ

ん

家

の

ハ

ル

ち

ゃ

ん

だ

ね

」

 

 
 

 

ハ

ル

、

無

理

や

り

笑

み

を

作

る

。
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栄

「

ハ

ル

ち

ゃ

ん

が

来

て

く

れ

て

進

次

郎

も

喜

ぶ

」

 

と

、

桜

柄

の

ハ

ン

カ

チ

を

渡

す

。

 

栄

「

進

次

郎

の

懐

に

入

っ

て

い

た

ん

だ

」

 
ハ

ル

、

顔

を

歪

ま

せ

、

ハ

ン

カ

チ

を

握

る

。

 

ハ

ル

「

進

次

郎

さ

ん

が

安

ら

か

な

眠

り

に

つ

け

る

よ

う

祈

っ

て

い

ま

す

」
 

チ

エ

、

ハ

ル

に

大

股

で

近

づ

き

指

さ

す

。

 

チ

エ

「

よ

く

そ

ん

な

！

事

故

に

あ

っ

た

場

所

、

家

 

と

反

対

の

方

向

な

の

！

ね

ぇ

、

分

か

る

！

？

」

 

ハ

ル

の

表

情

が

抜

け

落

ち

涙

を

浮

か

べ

る

。

 

栄

、

首

を

横

に

振

り

チ

エ

の

肩

を

叩

く

。

 

栄

「

す

ま

な

い

。

気

が

動

転

し

て

い

る

よ

う

だ

」
 

 
 

 

ハ

ル

、

俯

き

な

が

ら

、

 

ハ

ル

「

大

事

な

人

を

亡

く

さ

れ

た

の

で

す

か

ら

、

致

し

方

あ

り

ま

せ

ん

」

 

 
 

 

チ

エ

、

ハ

ル

を

睨

む

。

栄

、

頷

く

。

 

栄

「

骨

噛

み

を

し

て

く

れ

。

進

次

郎

も

喜

ぶ

」

 

と

、

チ

エ

と

引

き

返

す

。

 

ハ

ル

、

ハ

ン

カ

チ

に

顔

を

埋

め

、

肩

を

震

わ

せ

る

。
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〇

同

 

木

製

の

台

の

上

に

黒

い

布

。

 

そ

の

上

に

少

し

原

型

が

残

っ

た

人

骨

と

銀

の

懐

中

時

計

が

紛

れ

て

い

る

。

 

周

り

を

囲

む

栄

と

進

次

郎

の

母

、

チ

エ

、

少

し

離

れ

た

所

に

ハ

ル

と

斉

藤

。

他

大

勢

。

 

栄

、

進

次

郎

の

母

と

チ

エ

、

泣

き

な

が

ら

骨

を

１

つ

歯

を

立

て

て

噛

み

、

骨

壷

の

中

へ

。

 

ハ

ル

、

虚

ろ

な

目

で

骨

を

見

て

、

ゆ

っ

く

り

骨

を

持

つ

。

 

ハ

ル

、

涙

を

流

し

が

ら

骨

に

か

じ

り

つ

き

、

喉

仏

が

上

下

す

る

。

少

し

欠

け

た

骨

。

 

ハ

ル

、

前

か

が

み

に

な

り

、

せ

き

込

む

。

 

斉

藤

、

ハ

ッ

と

し

、

 

斉

藤

「

お

前

、

何

や

っ

て

い

る

ん

だ

！

」

 

と

、

ハ

ル

の

背

中

を

摩

る

。

 

目

を

見

開

い

て

ハ

ル

を

見

て

い

る

チ

エ

、

骨

 

を

噛

も

う

と

す

る

が

止

め

、

下

唇

を

噛

む

。

 

ハ

ル

、

胸

を

押

さ

え

た

ま

ま

、

そ

れ

を

見

 

て

、

薄

く

微

笑

む

。

 
 



 

  

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


